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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
こ
そ

「自
主
規
制
」
の
解
除
を
Ｈ

誰
の
た
め
に
、
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
Ｈ

新
し
い
年
を
迎
え
、

「今
年
こ
そ
は
景
気
回

復
」
と
い
う
気
持
ち
に
、

期
待
を
寄
せ
て
い
ら

つ

し
や
る
方
々
も
、
少
な

く
な
い
の
で
は
な
い
で

し
よ
，つ
か
…
Ｐ

或
い
は
、

「国
民
不

在
で
進
め
ら
れ
る
政
治
」

に
、
も
は
や
期
待
す
る

気
持
に
は
な
れ
な
い
と

い
う
の
が
、
本
音
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
…
。

Ｋｍ
労
働
組
合
は
、
昨

年
に
引
続
き
、

「銀
座

地
区
自
主
規
制
の
解
除
」

や
、

「グ
ル
ー
プ
各
社

乗
務
員
と
の
、
差
別
的

な
待
遇
の
撤
廃
」
を
要

求
し
、
労
働
条
件

。
労

働
環
境
の
改
善

。
向
上

を
目
指
し
、
乗
務
員
が

「気
持
ち
良
く
」
働
け

る
営
業
所
の
実
現
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
、
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

営
利
企
業
で
利
益
追

求
を
し
て
い
る
会
社
が

な
ぜ
、

「銀
座
地
区
自

主
規
制
」
に
固
執
す
る

の
か
、
合
理
的
な
理
由

が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

「思
う
存
分
仕
事
し

て
来
い
…
Ｈ
警
察
当
局

の
呼
出
し
く
ら
い
な
ら
、

い
く
ら
で
も
頭
下
げ
て

や
る
…
Ｈ
」
と
い
う
く

ら
い
の
、

「男
気
」
の

あ
る
言
葉
を
言
え
る
役

員
は
、
こ
の
会
社
に
は

誰
も
い
な
い
の
で
し
よ

う
か
…
ｐ
¨

「出
庫
」
か
ら

「帰

庫
」
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
規
定
が
設
け
ら
れ
、

制
約
だ
ら
け
の
中
で
営

業
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「法
に
抵
触
す
る
」

訳

で
も
な

い
の
に
、

「ど
こ
ど
こ
は
空
車
で

走
る
な
。
」
と
か
言
い

な
が
ら
、
流
し
方
ま
で

指
示
し
ま
す
。

銀
座

。
新
宿

。
六
本

木

。
渋
谷
な
ど
は
、
営

首
都
高
速
道
路
の
料

金
が
、
定
額
制
か
ら
距

離
別
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
変
更
に
伴
い
、

帰
路
の
会
社
負
担
額
も

変
更
さ
れ
、
神
奈
川
線

か
ら
の
会
社
負
担
額
は
、

多
く
の
方
が
７００
円
と
説

明
さ
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
…
ｐ
¨

で
も
、
利
用
し
た
入

ロ
ラ
ン
プ
に
よ

っ
て
、

そ
の
金
額
は
当
然
変
化

し
ま
す
。

狩
場
線

「花
之
木
」

墜
ｆ

湾
岸
縁

機

壬

業
違
反
や
道
交
法
違
反

と
い
う
リ
ス
ク
の
、
最

大
危
険
地
帯
で
す
。

個
々
の
乗
務
員
の
自

主
性
の
尊
重
は
、
何
処

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「独
自
ル
ー
ル
」
だ

け
で
も
、
息
が
詰
ま
り

そ
う
で
す
。

「銀
座
地
区
自
主
規

制
の
解
除
」
を
す
る
こ

以
遠
か
ら

「羽
田
」
経

由
で
都
心
に
入
れ
ば
、

神
奈
川
線
内
で
既
に
、

上
限
の
９００
円
と
な
り
ま

す
か
ら
、
自
己
負
担
額

ゼ

ロ
円
で
好
み
の
ラ
ン

プ
ま
で
行
か
れ
ま
す
。

但
し
、

「花
之
木
」

か
ら

「空
港
中
央
」
経

由
で
す
と
、
自
己
負
担

・０
円
が
発
生
し
ま
す
。

横
浜
新
道

。
第
二
京

浜

「保
土
ケ
谷
」
経
由

で
も
、
自
己
負
担
‐００
円

で
す
の
で
、
横
浜
新
道

「新
保
土
ケ
谷
」
か
ら

狩
場
線
経
由
で
都
心
を

と
は
、
他
の
タ
ク
シ
ー

会
社
の
乗
務
員
と
、
同

じ
土
俵
で
仕
事
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
当
然
の
要
求
を

認
め
な

い
会
社

は
、

「乗
務
員
の
手
足
を
縛

り
、
営
収
を
上
げ
ろ
。
」

と
言

っ
て
い
る
に
等
し

い
と
い
う
こ
と
を
知
る

べ
き
で
す
。

目
指
せ
ば
、
自
己
負
担

は
未
発
生
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
埼
玉
新

都
心
線

・
埼
玉
大
官
線

か
ら
の
会
社
負
担
は
未

だ
に
あ
り
ま
せ
ん
。

川
回
線

「川
口
ＪＣ
」

～

「足
立
入
合

は
６
・

３
ｋｍ
で
す
が
、
埼
玉
新

都
心
線

・
埼
玉
大
官
線

「さ
い
た
ま
見
沼
」
～

「高
島
平
」
は
１
８

・

９
ｈ
も
あ
り
ま
す
。

距
離
が
示
す
よ
う
に
、

会
社
負
担
し
な
い
理
由

が
あ
り
ま
せ
ん
。

倉
恭
川
線
詳
細
旦
じ

【風
来
末
】

職
業
と
し
て
の
タ
ク

シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

そ
の
呼
び
名
で
認
識
が

現
れ
る
。

自
ら
が

「乗
務
員
」

「乗
務
社
員
」
な
ど
と

称
し
て
も
底
が
知
れ
て

い
る
。
職
業
に
貴
賤
は
な
い

と
言
う
が
お
客
様
か
ら

「運
ち
や
ん
」
と
呼
ば

れ
た
時
、
そ
の
客
の
品

位
を
考
え
て
し
ま
う
。

親
し
み
を
込
め
て
使

わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、

多
少
の
侮
蔑
の
意
を
伴
っ

て
使
わ
れ
て
い
る
と
感

じ
て
し
ま
い
ま
す
。

「ち
や
ん
」
で
呼
ば

れ
る
職
業
は
他
に
な
い

と
思
い
ま
す
。
バ
ス
や

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
は

「運
ち
や
ん
」
で
す
が
、

電
車
は

「運
転
手
さ
ん
」

に
な
り
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ

ト
に

「運
ち
や
ん
」
と

は
言
い
ま
せ
ん
。

ポ
リ
と
か
ポ
リ
公
と

か
、
明
ら
か
に
侮
辱
的

な

言
葉

は
別

に

し

て

「お
巡
り
さ
ん
」
で
す
。

第
１
回
台
東
支
部
の

定
期
大
会
で
、
日
本
交

通
千
住
支
部
の
小
林
書

記
長
が
挨
拶

で
話
さ

れ
た
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
は

「運
転
手
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
職
業

に
…
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
同
感
で
す
。

蛇
足
の
結
論
で
す
。

職
業
に
貴
賎
は
有
り

ま
せ
ん
が
、
人
間
の
品

位
に
は

Ｅ
貝
賎
」
が
有

り
ま
す
。
　

　

（破
人
）

負
担
増

ｏｒ
負
担
軽
減
、
不
公
平
感
が
浮
彫
り
に
Ｈ

首
都
高
速
料
金
が
距
離
別
に
変
更
Ｈ



支
部
規
約
成
立

・
支
部
基
盤
整
備
Ｈ

第
１
回
台
東
支
部
定
期
大
会
開
催
Ｈ

Ｋｍ
労
働
組
合
結
成
か
ら
１６
年
目
に
し
て
実
現
は
初
Ｈ

記

念

す

る

べ

き

「第

１
回
台
東
支
部

定
期
大
会
」
が
、

Ｈ

月
２０
日
に
開
催
さ
れ
、

日
本
交
通
労
働
組
合

千
住
支
部
書
記
長

の

小
林
氏
を
来
賓

に
迎

え
、
出
席
者

１３
名

・

委

任

状

２２

通

で
、

「支
部
規
約

（案
）
」

に
基
づ
い
て
、
無
事
成

立
し
ま
し
た
。

執
行
委
員
長
を
筆
頭

に
、
本
部
役
員
の
大
多

数
が
こ
の
支
部
の
所
属

だ

っ
た
為
に
、
支
部
と

し
て
の
独
立
性
、
本
部

。

支
部
の
区
別
が
極
め
て

曖
味
だ

つ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

Ｋｍ
労
働
組
合
結
成
か
ら

丸
１６
年
目
に
し
て
、
よ

う
や
く
第
１
回
日
で
す
。

そ
し
て
今
回
の
最
重

要
議
案
は

「支
部
規
約

（案
）
」
で
す
。

も
ち
ろ
ん

『
可
決

・

成
エエ
』
し
ま
し
た
。

「支
部
規
約
」
が
成

立
し
、
支
部
組
織
も
確

立
で
き
た
の
で
、
支
部

基
盤
の
整
備
が
整
い
ま

し
た
。「支
部
定
期
大
会
」

は
、
組
合
民
主
主
義
を

徹
底
さ
せ
る
為
に
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

開
催
し
な
け
れ
ば
、

何
の
報
告
も
で
き
ま
せ

ん
し
、
役
員
に
よ
る
組

合
の

「私
物
化
」
の
温

床
に
も
な
り
ま
す
…
Ｈ

自交総連Km
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挨拶をされている小林 (日 本交通労働組合千住支部書記長)氏
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「団結・ガンバロウ!!」 の唱和で成功裏に終了しました

2011年度 台東支
=1活
動方針

[レクリエーション 0イベント等
(東京地連 0南

=|ハ
イタク共聞会議主催)への積極参加で、
誰もが参加できる魅力ある組台活動の充実II]

1.地曳網大会への参加(7日中～下旬)
:鵠沼海岸

(貸切バスをチャーター予定.家族参加歓迎)

2.ボウリング大会への参加(6日中旬)
:日町ハイレーン

3.ボウリング
=B設
立(台東支副)

(**=1員募集)


